
 

 

 

兵庫会場 開催要項 

１．目的 

現在、わが国では、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援を目的とし、可能な限り住み

慣れた地域で生活を継続することができるような包括的な支援・サービス提供体制の構築

を目指す「地域包括ケアシステム」が高齢者福祉の基本的な施策として展開されています。 

一方で、地域の中には、低所得や生活に困窮した高齢者、認知症や精神疾患、DV や虐待

被害に遭った高齢者、触法等により社会的に孤立している高齢者など、既存制度の狭間に

陥っている高齢者もいます。今後の都市部を中心とした高齢者人口の急速な増加も踏まえ、

これらの人々に対して、量的・質的側面の双方から適切な支援が求められています。 

本シンポジウムでは、従来から困難な生活課題を有する高齢者への支援に取り組んでき

た養護老人ホームや軽費老人ホームが、今後、地域包括ケアシステムの中で果たすべき役

割や今後のあり方について、学識者、行政職員、事業者による議論を行い、具体的な今後

の取組を模索することを目的として行うものです。 

 

２．開催日時 

  平成 26 年 12 月 15 日（月） 13：00～17：00 

 

３．会場 

  兵庫県民会館 けんみんホール 

（神戸市中央区下山手通 4－16－3） 

 

４．定員 

  250 名 

 

５．参加費 

  無料 

 

６．プログラム 

 （１）開会挨拶 

 （２）課題提起 

 （３）パネルディスカッション ～地域包括ケアシステムにおける養護・軽費の役割～ 

   ①軽費老人ホーム・ケアハウスの役割、今後のあり方 

  （休憩） 

   ②養護老人ホームの役割、今後のあり方 

 （４）閉会 

平成 26 年度老人保健健康増進等事業 

地域包括ケアシステムにおける養護老人ホーム・軽費老人ホームの役割・

あり方に関するシンポジウム 

 



 

７．出演者（予定） 

委員会委員  栃本一三郎 上智大学総合人間科学部 教授 

結城康博  淑徳大学総合福祉学部 教授 

北本佳子  昭和女子大学人間社会学部 教授 

阿比留志郎 社会福祉法人梅仁会 理事長 

川西基雄  社会福祉法人サンシャイン会 理事長 

常盤勝範  全国盲老人福祉施設連絡協議会 事務局長 

自治体    兵庫県、大阪府、熊本市 

事業者    社会福祉法人豊年福祉会 徳山里子氏 

社会福祉法人鶴林園 理事長 西井秀爾郎氏 

８．申込方法等 

  電子メールもしくはＦＡＸにより、下記の必要事項を記載した上で、末尾に記載の事

務局までお申し込みください。 

（１）必要事項 

   ア 氏名 

   イ 所属機関・法人施設名称（所属部署もご記入ください） 

   ウ 連絡先（住所、電話番号、電子メールアドレス）  

（２）申込期限 

   平成 26年 12 月 5日（金） 

 

９．主催 

地域包括ケアシステムにおける養護老人ホーム・軽費老人ホームの役割・あり方に

関する調査研究委員会 

 

10．後援（予定） 

  兵庫県 

  一般社団法人 兵庫県老人福祉事業協会 

  公益社団法人 全国老人福祉施設協議会 

  全国社会福祉法人経営者協議会 

  一般社団法人 全国軽費老人ホーム協議会 

 

【問い合わせ先（申込先）】 

 〒160-0004  東京都新宿区四谷 1-21-2 ニュー四谷ビル８階 

 一般財団法人 日本総合研究所  担当：坂本 

 Tel：03-3351-7575   Fax：03-3351-7561 

 電子メールアドレス  sympo@jri.or.jp 

  



プログラム内容及びパネリスト（案） 

 

開会（13：00） 

あいさつ  栃本委員 

厚生労働省（高齢者支援課長又は課長補佐）  10 分 

１．課題提起  25 年度事業報告  栃本委員       20 分 

２．パネルディスカッション ～地域包括ケアシステムにおける養護・軽費の役割～ 

（１）軽費老人ホーム  90 分 

司会   北本委員 

パネラー 委 員 会：栃本委員、川西委員 

行政職員：兵庫県、大阪府 

事 業 者：社会福祉法人豊年福祉会 徳山里子氏 

厚生労働省（高齢者支援課長又は課長補佐） 

①提案内容のポイント（北本委員）※軽費老人ホームの今後の役割 10 分 

②パネラー発言                      20 分 

③取組推進に向けた課題の提起、自治体との連携方策の検討  45 分 

④会場からの質疑・意見等と意見交換            15 分 

休憩（10分） ※一部、登壇者入れ替え 

（２）養護老人ホーム  90 分 

司会   結城委員 

パネラー 委 員 会：栃本委員、阿比留委員、常盤委員 

行政職員：兵庫県、熊本市 

事 業 者：社会福祉法人鶴林園 理事長 西井秀爾郎氏 

厚生労働省（高齢者支援課長又は課長補佐） 

①提案内容のポイント（結城委員）※養護老人ホームの今後の役割 10 分 

②パネラー発言                      20 分 

③取組推進に向けた課題の提起、自治体との連携方策の検討  45 分 

④会場からの質疑・意見等と意見交換            15 分 

（３）全体総括                        10 分 

閉会（17：00） 

 

  



 

 

 

■お申し込み方法 

シンポジウム参加ご希望の方は、お手数ですがＦＡＸまたは電子メールに必要事項をご

記入の上、末尾に記載の事務局までお申し込みください。 

応募は先着順に受け付け、定員になり次第締め切らせていただきます。 

 

      下記申込票にご記入のうえ、03-3351-7561 へ送信してください。 

 

参加者ご氏名 

よみがな 

 

所属団体・ 

機関名 
 

所属部署名 
役  職 

 

ご連絡先住所 
〒 

 

Ｅメール  

電話番号  ＦＡＸ  

 

 

        上記の記載事項をご記入いただき、問い合わせ・申込先の電子メール 

アドレス宛てに送信してください。 

 

 

 

一般財団法人 日本総合研究所  担当：坂本 

〒160-0004  東京都新宿区四谷 1-21-2 ニュー四谷ビル８階 

Tel：03-3351-7575   Fax：03-3351-7561 

電子メールアドレス  sympo@jri.or.jp 

 

地域包括ケアシステムにおける養護老人ホーム・軽費老人ホームの

あり方・役割に関するシンポジウム 

参加申込書 

 

ＦＡＸ 

電子メール 

お問い合わせ・申込先（シンポジウム事務局） 


